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研究成果の概要（和文）：NHK アーカイブスで公開されている被爆を描くドキュメンタリーを

２０本書き起こした。そのトランスクリプトをもとにして各番組に特徴的な被爆表象を描く「方

法(ethnomethods)」を解読するための手がかりを探究した。そのうえで、具体的な被爆の現実

や被爆者の人生の意味を被爆問題を考える主体としての一般的な市民カテゴリーに回収させて

しまう「方法」など特徴的な「方法」を解読するエスノメソドロジー的論文を執筆した。 
 
研究成果の概要（英文）：I  made the data transcripts of Hibaku documentaries opened to 
the public by NHK archives. And I researched the clues to analyse the ethnomethods of 
describing Hirosima image and Hibakusha image. Further I made the ethnomethodological 
paper on the methods of Hibakusha image that transform the real feelings and meanings 
of life of Hibakusha into the common moral of general citizens,such as No More Hirosimas, 
Unti-nuclear weapons. 
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研究分野：社会科学 
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１． 研究開始当初の背景 

被爆体験の継承は日本が達成すべき
重要な課題である。しかし戦後 68 年を
迎え、被爆者の高齢化が進み語り部など
による直接的な被爆体験の語りの継承
は今後ますます困難となりつつある。直
接的な体験語りが希少となり、近い将来
それが終わることが予想される現在、い

かにして被爆の記憶を継承し新たに語
りだすことができるのか。こうした課題
は社会学にとっても緊要なものといえ
る。 

これまで被爆問題の社会学は、主に被
爆者に対する生活史聞き取りを通して
被爆体験に固有の苦悩や生のありよう
を明らかにしてきた。また聞き取りだけ
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でなく当事者を対象とした質問紙調査
を実施し「原爆体験」の実態や問題点を
明らかにした成果もある。また原爆の絵
がもつ意味を自己言及的に解読した研
究成果もある。 
被爆問題の社会学では、常に原爆被害

を受けた当事者の語りが最重視される
ように、できごととして、事実がどうで
あったのかということが社会学的な調
査研究の中心を占めてきた。もちろんそ
のことに申請者は異論を唱えるつもり
はないが、先にのべた現状を考える時、
原爆あるいは被爆をめぐり、その事実や
真実が映像や言説をとおして、メディア
においてどのように描かれ、語られてき
たのかを詳細に検討し、その意味や意義
を批判的に考察するという新たな社会
学的課題が浮上してくるのである。もち
ろん、すでに映画などメディアにおける
被爆表象を分析する成果が海外には存
在するが、最近になり日本でも若手や中
堅の世代が新たな関心のもとで戦争を
めぐる社会学を展開しつつあり、被爆問
題のメディア史や被爆を扱う映画や小
説などの文化的次元でそれらがどのよ
うに受容されてきたのかを明らかにす
る被爆問題のメディア力学の研究が出
され始めている。 
ただ、今回申請者が研究目的とするよ

うなドキュメンタリーや映画、アニメー
ション、さらには新聞言説のなかで被爆
者等被爆表象がどのように描かれてい
るのかについてエスノメソドロジー的
発想と手法で個別的かつ詳細にその「方
法」を抽出し批判的に考察する作業はま
だなされていなかった。 

 
２． 研究の目的 

本研究では、時代の流れの中で被爆表
象や被爆問題がどのようにメディアに
おいて描かれそれを私たちが受容して
きたのかを分析する従来のメディア研
究とは一線を画したうえで、被爆ドキュ
メンタリーや原爆を扱う一般映画や啓
発を目的とするアニメーションにおけ
る映像やナレーション、さらには毎年組
まれてきた新聞での被爆問題をめぐる
調査報道記事言説をエスノメソドロジ
ー的に詳細に検討する作業を通して、被
爆表象を描くために用いられている「方
法(ethnomethods)」を明らかにし、たと
えば、いかにして被爆問題やヒロシマ・
ナガサキというイメージをめぐり定番
で決まり切った意味を付与し、そのイメ
ージを私たちが「あたりまえ」のことと
して確認していったのかなど、その方法
が私たちの日常的なヒロシマ・ナガサキ

理解や被爆問題への定型的な想像力を
維持させるうえで行使してきた微細な
権力とでもいえる力を明らかにしなが
ら、そうした「方法」がもつ特徴や時代
的な変遷を論じることを目的とする。 

 
３． 研究の方法 

（１） まず入手可能な映画やドキュメ
ンタリーの映像資料をできるか
ぎり入手した。また平行して被
爆問題関連文献を収集し、その
内容を読破した。 

（２） そのうえで、映画やドキュメン
タリーに関して、個別の作品の
中で、映像に対してどのような
内容や言葉のナレーションが並
置され、その映像の意味を見る
側に安定的に伝えようとしてい
るのか、あるいは映画において
は、映像の中で被爆者がどのよ
うに描かれ、被爆者についてど
のように語られているのかをめ
ぐって、個別作品を視聴しなが
ら、確認した。そのうえで、ま
ず被爆ドキュメンタリーの解読
作業を本研究期間で一定進める
ことを決めた。 

（３） 被爆ドキュメンタリーに関して
は、本研究以前から、機会ある
ごとに放送された番組を録画し
てきていたが、まとまって視聴
し、書き起こす必要があった。 

（４） そこで、その作業を実現するた
めに、本研究の目的や意図を説
明したうえで、映像の学術利用
を目的とする NHK アーカイブ
ストライアル第三期に申請し、
採択された。半年間という期間
内で、川口市にある NHK アー
カイブスに集中して通い、公開
されているこれまでの被爆ドキ
ュメンタリーの中から、内容的
そして時代的な流れを判断して、
結果的に 20 本の被爆ドキュメ
ンタリーを選び、その映像やナ
レーションをそのままに書き起
こし、トランスクリプトを作成
することができた。 

（５） 他方で、広島へ出かけ、平和記
念資料館などで被爆資料を閲覧
し、中国新聞や朝日新聞の被爆
問題担当記者に会い、原爆問題
や反核平和問題を取材してきた
体験やそのときに感じていた思
いなどを聞き取った。この聞き
取りや資料閲覧作業は、本格的
なものではなく、映像資料や言



説解読の参考のためと位置付け
ていた。そしてこの調査の過程
で、朝日新聞広島総局に昭和 34
年から現在までの原爆問題、反
核平和問題関連記事のスクラッ
プがあることがわかった。昭和
30年代の記事はすでに茶色く酸
化しており、支局の記者ですら、
ほとんど見ることはなく、放置
されていたものであった。しか
しこうした言説は本研究にとっ
て極めて意味のある重要なもの
である。そのために、本研究の
目的と意図を説明し、了承を得
たうえで、その記事をすべてデ
ジタルカメラで接写し、資料化
した。接写した記事で注目すべ
きは、毎年 8 月 6 日にあわせて
企画を組み、記者が被爆者や関
係者、研究者などを訪ね取材し
た内容を基にして報道する調査
報道の特集である。他にも原爆
問題や反核・平和の活動をめぐ
るできごとを報道する記事が多
く残されていた。また、世界の
軍縮をめぐる報道などもあり、
多彩な内容で、全体で 20,000 枚
を越えるものであった。この新
聞記事資料は、ある意味偶然で
見出された貴重なものといえ、
今回の科研申請期間ですべてを
読み解き分析することは困難だ
と判断した。そのため、本研究
期間は被爆ドキュメンタリーの
トランスクリプト作成作業とそ
の解読に焦点をあてることにし
て、継続的な課題を設定し、新
たに科研を申請することに決め
た。幸い、平成 25 年度から 3
年間、本研究のテーマの継続発
展を目的とする研究を申請し、
すでに採択されている。この新
たな研究期間で本研究期間で収
集できた映像や言説についても
さらなる解読を進める予定であ
る。 

 
４． 研究成果 

被爆ドキュメンタリーに関しては、書
き起こした２０本の作品すべてを一気
に分析することはできないので、被爆、
問題を伝える特徴的な「方法」が例示で
きる２つの作品をとりあげ、エスノメソ
ドロジー的な詳細な解読を試みた。 
一つは原爆ドームが世界遺産化され

たことにあわせて製作されたドキュメ
ンタリーである。そこでは被爆者運動を

初期中心的に組織化していった人物の
半生が映像と共にまとめられており、そ
こには原爆被害を受けた人間の厳しい
怒りや苦悩、当時何の保障もなかった過
酷な生活の現状やそれに立ち向かって
生きる人生の意味が描かれていた。それ
に対してドキュメンタリーはその意味
を見る側にそれ自体として提示するこ
となく、最終的には個別の人間の苦悩や
生きてきた意味を脱色し、より一般的な
「市民」というカテゴリーを司会役のア
ナウンサーが持ち出し、被爆者の体験や
苦悩を考えることは反核・平和を考える
「市民」の課題だという一般的で通俗的
で平板な道徳的イメージへと回収して
いったのである。 
またもう一つの作品では、女性カメラ

マンが戦争と女性をめぐる自らの問題
関心のもとで被爆女性と出会い、彼女た
ちの現在の姿を写真におさめようとす
る。しかし、そこには写真を撮るどころ
か、会って話を聞くことさえもなかなか
承諾してくれないという現実があった。
被爆女性にはそれぞれに異なる、生きて
きた過去があり、その深みにまで、なん
とかいたることができないかぎり、写真
にその姿をおさめることは難しいので
ある。ドキュメンタリーでは、こうした
被爆者の心の奥に入ろうとするがなか
なかそうはできない女性カメラマンの
姿がまとめられている。この作品は先の
ものと異質であり、型どおりで決まりき
った被爆者イメージを提示することは
ない。むしろ被爆女性と出会い、彼女た
ちと繋がることができない困難をドキ
ュメンタリーは描くことで、原爆で被害
を受けた女性が、思わずみせてしまうよ
うな日常の苦悩の姿が見る側に自然と
伝わってくるような個別性の映像があ
った。こうした２作品の特徴などを解読
し、その成果を学会で報告した。 
さらに学会報告時の質疑などを受け

て、分析を洗練させ、学術論文化した。 
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